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研究成果の概要（和文）：ペルー・アンデスにおけるリャマ・アルパカ牧畜、ラクダ科野生動物の追い込み猟「チャク
」、野生種ビクーニャの生態に関する現地調査を実施し、また野生種と家畜種の遺伝的関係および交雑に関する遺伝学
的研究を進めた。さらに、西アジアにおける家畜化・遊牧化過程の最新の研究をふまえ、アンデスのラクダ科動物の家
畜化について考察した。また、神殿発掘、リャマによる長距離交通ルートの踏査を行い、アンデス文明形成におけるリ
ャマの役割について分析した。さらにアンデスとの比較のため、ヒマラヤにおけるヤク・ゾモ牧畜、ミタンとその交雑
種ジャツァムの牧畜等の研究を進め、牧畜諸形態を体系化するとともに、新たな牧畜論を展開した。

研究成果の概要（英文）：We undertook anthropological research into the pastoralism of llamas and alpacas 
in the Peruvian Andes, the chacu or a kind of driving hunting of camelids, and the behavior of vicunas or 
wild camelids. We also undertook genetic research into the relations between wild and domestic camelids, 
and their hybridization. We then analyzed the domestication of camelids in the Andes, considering recent 
studies about their domestication and the development of nomadism in West Asia. We also undertook 
archaeological research into the temples and ancient trade routes, and analyzed the role of llamas in the 
formation of the Andean civilization.　For comparison, we researched the pastoralism of yaks and their 
hybrid zomos, and the pastoralism of mithuns and their hybrid jatsams in the Himalayas. Finally, we 
systematized the variation of pastoralism and presented new theories.

研究分野： 文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
アンデスでは、紀元前4000 年ごろにラクダ

科動物が家畜化され、それ以来、標高約4000 

から5000 メートルに位置する高原でリャマ、

アルパカの牧畜が営まれてきた。しかし、ア

ンデスにおける牧畜についての研究が少なく、

牧畜研究の権威はアンデス牧畜研究不要論を

説き（①梅棹忠夫1976）、学会でもアンデス

牧畜は軽視されてきた。しかし、研究代表者

は、長期にわたりアンデス高所のリャマ・ア

ルパカ牧畜を営む牧民の社会（ペルー南部ア

レキーパ県プイカ地区）でフィールドワーク

を行い、熱帯の高地としての生態学的特質に

適合した独自の牧畜システムとして、「定住

的牧畜」「乳利用のない牧畜」などアンデス

固有の特徴を明らかにした。すなわち、アン

デスの牧畜が、旧大陸の牧畜の常識である「移

動（遊牧・移牧）」と「乳利用」を反転する

ようなユニークな特徴をもつこと、それ故に、

アンデスにおける家畜化や牧畜の成立過程に

ついての研究が、牧畜論の新たな展開にとっ

て極めて重要であることが明らかになった。 
 
２．研究の目的 
アンデスでは、ラクダ科の家畜であるリャ

マとアルパカ、それぞれに遺伝的に近縁な野
生種のグアナコとビクーニャが、同一生態系
に共存する。これは、他地域にみられない大
きなメリットであり、それが現在の牧畜シス
テム（文化人類学）と野生種の生態（動物生
態学）、野生・家畜種の関係性（遺伝学）等の
総合的研究を可能とする。そこで、研究の目
的は、アンデスのラクダ科動物の牧畜、及び
ラクダ科野生動物の一種の狩猟「チャク」に
関する文化人類学的研究進め、遺伝学、動物
生態学等の研究と共同することにより、熱帯
高地環境における家畜化過程を解明すること
、さらに、考古学との共同により、ラクダ科
家畜が文明形成に果たした役割を明らかにす
ることである。 
 
３．研究の方法 
ペルー・アンデス高地において、ラクダ科

動物の牧畜様式・牧民社会の構造に関する文
化人類学的研究を継続・精緻化し、さらに、
ラクダ科野生動物の一種の追い込み猟「チャ
ク」（毛の利用を目的とした、殺さない追い込
み猟）の現地調査、ビクーニャの生態の現地
調査、ラクダ科動物の野生と家畜の関係等に
関する遺伝学的研究、氷河地形等の高地環境
の自然地理学的研究を進め、それらの研究と
文化人類学研究を総合する。さらに、遺跡発
掘及び古代交易ルート等に関する考古学的研
究を進め、アンデス古代文明の成立において
牧畜が果たした役割を探る。 
比較研究として、ヒマラヤ等における牧畜

に関する文化人類学研究を推進するとともに
、西アジア考古学との連携、比較による、家
畜化、牧畜成立過程論の再検討を行う。 

 
４．研究成果   
(1)アンデス牧畜の特質―ヒマラヤとの比較 
本研究プロジェクトでは、アンデスとの比

較のため、ヒマラヤでの研究を進めた。それ
によって、ヤクとゾモ（ウシとの交雑種）の
牧畜に加え、これまで研究が乏しかったブー
タン等で行なわれている、ミタンとジャツァ
ム（ウシとの交雑種）の牧畜等を含め、ヒマ
ラヤにおける牧畜の形態を体系的に明らか
にした。その上で、アンデス牧畜を従来の牧
畜研究の中に位置づけ、独自の牧畜論を展開
した（②稲村哲也2014）。 
モンゴルでは遊牧、チベット・ヒマラヤで

は地域の生態学的・地形的条件に応じた多様
な遊牧・移牧の形態がある。一方、アンデス
牧畜は、高所の一定の範囲内で年間を通して
家畜を放牧する「定牧」である。また、「乳
利用が無い」という特徴をもち、それは農耕
との安定した結びつきと関連する。そうした
アンデス牧畜固有の特質は、小さい気温年較
差、雪山の融水による湿原の存在など、熱帯
高所の生態学的条件を前提としている。さら
に、標高差が多様な環境を生み出し、高原の
牧畜、峡谷の多様な作物栽培を成り立たせ、
それによって、高原の牧畜は、峡谷の農耕と
安定的な関係を維持することができ、結果と
して「乳利用」の必要性を生じなかった。や
や乾燥した西部高所（アレキーパ県プイカ地
区など）においては、専業の牧畜社会が成立
し、農耕民との間で強い互酬関係が維持され
てきた。一方、東斜面（クスコ県マルカパタ
など）では農牧複合が成立した。 
こうしたアンデス牧畜に関する民族誌

的・文化人類学研究を、家畜化・牧畜成立・
文明形成と結びつける試みが本研究プロジ
ェクトの主目的である。具体的には研究分担
者・連携研究者による動物生態学、自然地理
学、遺伝学、考古学の研究を、代表者のフィ
ールドで実施してもらい、それらの研究を相
互に関連づける作業を行なった。 
 
(2)野生ラクダ科動物ビクーニャの存在と狩
猟・牧畜論、家畜化論 
 アンデスには、家畜と野生のラクダ科動物
が棲息し、両者の比較が可能であり、それが
家畜化論等に重要な知見を提供する。さらに、
ビクーニャは良質な毛をもつため、インカ期
に追い込み猟によって捕獲し、毛を刈ったあ
とに生きたまま解放する「チャク」が行われ
ていた。スペイン征服後、チャクは途絶えた
が、近年新たな技術によって復活した。 
 ペルー国立自然保護区パンパ・ガレーラス
等におけるチャクの民族誌調査と征服直後
の年代記資料により、その分析を進めた。チ
ャクでは、野生動物でありながら、保護と管
理が行われており、これが野生／家畜の二分
法的な従来の論に大きな問題提起を投げか
ける。さらに、チャクとビクーニャの生態に
関する研究（後述）により、アンデスの家畜



化プロセスの研究に新たな知見を提示する
こととなった（②稲村哲也2014など）。 
 
(3)農牧複合に関する民族植物学的研究（山
本紀夫） 
 中央アンデス、ヒマラヤ、東アフリカ、メ
ソアメリカなどの熱帯・亜熱帯高地における
農牧複合について広く研究を進めた。そこは
肥沃な大地というわけではなく、むしろ脆弱
な環境であり、いったん破壊すれば回復が難
しい貧困な土地である。にもかかわらず、こ
れらの熱帯高地では古くから多数の人間が
暮らし、高度な文明の発達も可能としてきた。
その背景には、それぞれの土地に固有の持続
的な環境開発の方法がある。とくに、農業と
牧畜が複合した農牧複合は、脆弱で貧困な土
地を持続的に利用するうえで、きわめて効果
的な開発の方法である。とくに中央アンデス
に焦点を絞り、標高差を利用した多様な植物
の栽培と、農牧複合に焦点をあてて、その特
色を論じた（③山本紀夫2014）。 
 
(4)ビクーニャの生態（大山修一） 
パンパ・ガレーラスにおいて、ビクーニャ

のペア関係が、住人の毛刈りを目的とした生
け捕りによって、どう撹乱を受けるのかを調
査した。2011年8月、住民が実施したチャク
によって、オス30頭、メス33頭のビクーニ
ャを捕獲し、毛刈りをしたのちに、性別と年
齢を識別し、耳標をつけて、個体識別をおこ
なった。その2日後に、これらのオスとメス
のペアと家族群がどのように形成されるの
か観察をおこなった。23頭のオスを確認する
ことができた。うち 12頭のオスは家族群を
形成した。オスをふくむ家族群のサイズは 2
頭(1群)、3頭(5群)、4頭(3群)、5頭(1群)、
6頭(1群)、7頭(1群)であった。7ヶ月後の
2012年3月に確認できた、耳標つきのオスは
13頭であった。13頭のうち家族群を形成し
ていたオスは 5頭であった。5頭のオスが率
いていた家族群の頭数は、2頭（1群）、4頭
(2群)、7頭(1群)、8頭(1群)であった。確
認できたメス 18頭のうち 3頭（16.7％）は
同じペアを続けていたが、残りのメスは異な
るオスとペアになっていた。 
2012年 8月にビクーニャの生け捕りをし、

毛刈りをおこなった。その後、1週間にわた
ってビクーニャの観察をおこなった。ビクー
ニャの群れは、毛刈りののち、1週間ほどで
形成された。33頭のうち 29頭のメスを確認
することができた。そのうち 27頭はオスと
ペアになり、家族群を構成していたが、のこ
り2頭は1頭のみで行動し、はぐれメスとな
っていた。オスの2頭がひとつの家族群にお
り、メス7頭とともに行動するケースが１例
あった。2011年8月、2012年3月、2012年
8月の 3時期を通じて、同じオスとのペア関
係を続けたメスは1頭もなかった 
これらの観察結果より、ビクーニャのオス

とメスのペアはけっして固定しておらず、毛

刈りによる撹乱を受けてペアを頻繁に変え
ること、メスがはぐれメスになることもある
こと、そして、オスが家族群に2頭いること
もあり、ビクーニャは撹乱に対して自在に家
族群の構成を変化させる適応力が強いこと
が分かった。これらの性質は、ビクーニャか
らアルパカのドメスティケーションが進行
するときに、有利に働いたと考えられる。 
 
(5)アンデス高原の地形（苅谷愛彦） 
南部ペルーのプイカ地区、マヘス谷のチュ

キバンバ等の現地調査を行い、プナ（アンデ
ス高原）帯を構成する各種地形（主に火山地
形・氷河地形）を調査し、プナを構成する地
形種やそれらの組み合わせから形成される
地形景観システムのモデル化を試みた。さら
に、地形図の読図や空中写真・衛星画像の解
析を進め、コタワシ－プイカにおける地形
（特に大規模地すべり地）と人間生活との関
連を議論し、論文としてまとめた。同論文は
2013年度日本地理学会論文賞を受賞した（④
苅谷 2013）。他方、これまでペルーやエクア
ドルで土壌を採取し、14C年代測定を多数実施
してきた経験から、年代値のハンドリングや
暦年較正に関する諸問題をまとめた。また、
マヘス谷のチュキバンバの巨大地すべり地
について地形・地質特性や推定発生年代を予
察的に議論した。さらに，コタワシ－プイカ
以下地区との対比の意味も含めて，ペルー・
アンデス東斜面（マルカパタ）の地形景観論
をまとめた。 
また、自然保護区パンパ・ガレーラス地区

周辺に発達する地形の予備調査を行った。こ
の結果，同地区を占める平滑な斜面は氷河作
用で形成されたことが判明し、種々の氷河堆
積物が随所に残されていることも確認でき
た。また同地区に残されている狩猟用遺跡の
簡易測量を実施した。 
 
(6)ラクダ科動物の遺伝学的研究（川本芳） 
 南米のラクダ科家畜の起原仮説には、➀野
生種グアナコからの一元説、➁グアナコから
リャマ、およびビクーニャからアルパカの二
元説、③グアナコから作出したリャマにビク
ーニャをかけてアルパカを家畜化したとい
う考えに代表されると交雑説、がある。 
 本研究では、細胞質にあり母性遺伝するミ
トコンドリアDNA（mtDNA）の塩基配列、なら
びに核内の常染色体にある DNA反復配列
（STR：short tandem repeat）に認められる
多型の分析から、アンデスにおけるラクダ科
家畜の起原と交雑を検討した。 
 対象は、パンパ・ガレーラス自然保護区の
ビクーニャ（検体数=63）とクスコ県Huaylla 
Huayllaのリャマ（件対数=30）とアルパカ（検
体数=50）である。口内細胞から得た DNAに
つき、mtDNA の 16S rRNAをコードしている
部分配列（約 380塩基）と STR 10座位の多
型を検索した。グアナコ（検体数=16）を加
えた比較から、mtDNAには14のハプロタイプ



が区別できた。グアナコとビクーニャ間には
共通するタイプはなかった。 
 この結果はmtDNAの別領域の配列を比較し、
一元説を否定した先行研究の結果を支持し
た。mtDNAを標識に用いると家畜化に関係す
る２種の野生種が区別できることが明らか
になった。一方、リャマとアルパカの間では、
共通のmtDNAタイプが存在し、母系を介して
両家畜種間に遺伝的交流があることが予想
された。また、リャマよりアルパカで高い
mtDNAの多様性が観察された。 
 検査個体のSTR座位の遺伝子型プロフィー
ルから、帰属集団を判別できるソフトウェア
Structureを用いて解析した結果では、ビク
ーニャとリャマの分離傾向が顕著であった。
また、アルパカでは交雑を反映した個体の遺
伝子型プロフィールのちがいが認められた。 
 以上の結果は、調査地の家畜（特にアルパ
カ）で異なる祖先に由来する交雑があること
を示唆し、③の交雑説の可能性があると理解
できた。この交雑がいつから進んだかについ
ては、家畜化の当初という可能性と、スペイ
ン侵略後という可能性が考えられる。いずれ
かを解明するには、今後さらに分子考古学的
手法あるいは近年発達してきた集団ゲノミ
クス手法からの検討が必要である。 
 
(7)アンデス文明形成におけるラクダ家畜の
重要性（鶴見英成） 
アンデス文明形成期（紀元前3000～0年）

の神殿遺跡群で発掘調査を重ね、「神殿を擁
する形成期の定住集落は、キャラバンのルー
ト上の要衝から発生した」との仮説にたち、
ペルー北部を踏査して検証を進めてきた。神
殿遺跡および岩絵（宗教的図像）の分布から、
ルートを推論することができる。調査の結果
北部ペルーでは、高地から太平洋岸へと下る
川が、山と海を結ぶルートとなり、またそれ
らに直行して、いくつも河谷をつなぐ縦断ル
ートが存在したと考えられた。しかしペルー
北部では先スペイン期のラクダ科動物飼養
の伝統が途絶えたため、ルートを通行するキ
ャラバンの挙動から推察することが難しい。
そこでラクダ科動物飼養の民族誌資料の厚
いペルー南部での考古学踏査により、包括的
なモデルを構築することを目指した。 
まず、プイカ地区を訪問し、牧民社会の視

察と、その周辺地域の遺跡の観察と情報収集
につとめた。その上で、コタワシ谷考古学踏
査を実施した。プイカ近隣には形成期に北部
ペルーまで広域流通した黒曜石の産地アル
カがあり、この一帯のキャラバンが形成期に
広域流通網に寄与したことが想定される。ま
たプナ帯から下ったコタワシ谷一帯は耕作
地が展開しており、北部ペルーの知見を敷衍
するならば、太平洋へと向かうルートが期待
された。しかし踏査の結果、コタワシ谷には
形成期の明確な遺跡がないことがわかった。 
マヘス谷でも考古学踏査を行った。チュキ

バンバ村に形成期の神殿遺跡アヤワラが知

られる。ここから太平洋へと延びるマヘス谷
は、流域にさまざまな時代の岩絵が知られ、
高地から海岸へのルートとして先スペイン
期から機能していたと見られる。その中に形
成期の考古学的証拠を探すことが踏査の目
的であった。しかしアヤワラのほかに神殿遺
跡は発見されず、形成期の岩絵が 1地点に、
また土器散布地が1地点に確認されたのみで
あった。そこで、下流の農耕民は自ら神殿を
設けることはせず、上流に位置するアヤワラ
が谷で唯一の神殿として信仰を集めた、とい
う仮説に至った。これは北部ペルーにて、中
流・下流の神殿遺跡が放棄もしくは規模を縮
小した形成期後期（紀元前 800-250年）に、
高地では大規模な神殿が機能し続けたとい
う現象と類似している。 
最終年度にペルー北部に戻った。ペルー北

部の南縁の、上流域にプナ帯の高地を擁する
３つの谷が対象である。2013年にラクラマル
カ谷のパラメンコ遺跡で発見したリャマ図
像の形成期の岩絵（⑤鶴見 2014）を図化し、
また一帯をデジタル測量して、岩絵に接して
住居址群が分布することを確認した。また北
側のサンタ谷では形成期美術の特徴を持つ
動物像の地上絵を発見し、さらに北のチャオ
谷ともども、リャマ像の地上絵が分布するこ
とを確認した。 
総合して、ペルー北部と南部とでは神殿遺

跡の分布パターンは違うものの、その立地は
ルートと関係しており、リャマ飼養がルート
と関連しているという見通しが得られた。 
 
(8)西アジア考古学からの視点（藤井純夫） 
 藤井は、従来から進めてきた西アジア新石
器文化の家畜化・遊牧化過程の調査・研究を、
新たに南米との相互比較という視点に立っ
て、継続実施した。特に力点を置いたのが、
両地域で家畜化の初動装置として機能した
と考えられている追い込み猟施設（すなわち、
｢集めてもすぐには殺さない、従って家畜化
へとつながり得る｣狩猟施設）の研究である。
北はアルメニアから南はヨルダン、サウジア
ラビアまで、広く資料を収集し、西アジア新
石器時代の追い込み猟施設が、南米インカ時
代の儀礼的狩猟チャクやその現代版の施設
と共通項が多いことを改めて確認した。 
 これとは別に実施したのが、先史牧畜民の
墓制・葬制の比較研究である。ヨルダン南部
ジャフル盆地のトール・グワィール遺跡群
（Tor Ghuwayr 1-3）の発掘調査によって、
牧畜民に固有の等質的分節社会が墓域構造
にも投影していることが明らかになった。こ
の調査成果は、南米先史牧畜社会の研究にも
新たな視点を提供する。  
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